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2020年に提供された薬剤に関する医療安全情報について 

日本医療機能評価機構から定期的に提供されている医療安全情報ですが、2020 年に提供されたうち薬

剤に関する 4 報についてお知らせします。以下にポイントをお示ししますので各情報とともにご参照く

ださい。 

 

①医療安全情報 No.158「徐放性製剤の粉砕投与」 

徐放性製剤を粉砕して投与したことにより体内に有効成分が急速に吸収され、患者に影響があった事例

が複数報告されたというものでした。この事例が発生した医療機関の取り組みに、処方されていた錠剤

を病棟で初めて粉砕する際は、粉砕しても良いかを薬剤師に問い合わせるか、添付文書で確認するとあ

ります。当院ではこれに加えて電子カルテの薬品マスタを修正し、徐放性製剤であることが一目でわか

るようにしました。もし、嚥下に問題がある場合は、粉砕せずに薬剤師を巻き込んで代替薬を検討して

ください。 

 

②医療安全情報 No.165「アラートが機能しなかったことによるアレルギーがある薬剤の投与」 

電子カルテのメーカーによって若干の違いはあると思いますが、患者情報のアレルギーや禁忌のところ

の話です。アラートが表示される条件の薬剤名を選択して登録とは、薬品マスタとリンクさせるという

ことなので、その患者さんに当該薬剤を処方入力した時点でアラートが表示されます。ところが、この

事例のようにテキスト入力（フリー入力）にしてしまうと薬品マスタとリンクしていないのでアラート

が機能しなかったわけです。 

これを踏まえて、当院の電子カルテのアレルギーや禁忌の仕組みはどのようになっているか、改めて確

認する必要がありそうです。 

 

③医療安全情報 No.167「抗リウマチ剤（メトトレキサート）の過剰投与に伴う骨髄抑制（第３報）」 

メトトレキサートの過剰投与に伴う骨髄抑制は、2007 年、2010 年に続き今回が 3 回目の情報提供であ
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り、類似の事例が複数報告されているということです。メトトレキサートを関節リウマチの治療薬とし

て処方する場合、服用は 1週間のうち 1日または 1日半で、6日または 5日半の休薬期間を設ける必要が

あります。事例が発生した医療機関の取り組みに記載があるように、医師は処方の際に曜日を入力する

ことで連日服用することを回避することに繋がります。 

メーカー側でも連日服用による過剰投与を防ぐために PTP シートに工夫を施しております（図 1）。病

棟では日付や曜日等を必ず記載して正しく服用できるよう徹底してください。 

院内採用薬は後発品のメトトレキサートです。持参薬では先発品のリウマトレックスであることも考え

られますが、同様に取り扱ってください。 

 

 

図 1 

 

 

④医療安全情報 No.169「持参薬の処方内容を継続する際の処方・指示漏れ」 

要因や背景は様々ですが、持参薬を継続できなかったという同様の結果が生じております。当院でも他

人事とは思えない状況です。 

事例が発生した医療機関の取り組みに記載があるように、患者が持参した薬剤だけでなく、お薬手帳な

ど薬歴が分かる複数の情報で現在服用中の薬剤を確認することが肝要です。場合によっては処方した医

療機関や調剤した薬局に問い合わせることも必要になります。他の医療機関で処方された持参薬であっ

ても、当院に入院加療している間に使用するからには相応の責任が生じます。 

また、いつもと同じ処方内容だからといって持参薬鑑別やカルテ入力を省略するのは、相互作用の観点

からもあってはならないことです。カルテ入力がないと併用禁忌や併用注意に気づくことができません。

それは風邪薬のような一時的に使用する薬でも起こり得ますし、そのような薬は週末に主治医ではない

非常勤の医師が処方することはよくあります。 

このように持参薬がらみのインシデントやアクシデントは当院に限らず悩みの種なわけですが、しかし

持参薬を一切使用しないというのは現実的ではありません。少なくとも、多職種で持参薬の継続や中止

の確認ができる仕組みを構築することと、責任感を持って対応することが持参薬を安全に使用するには

不可欠です。 

医薬品安全管理責任者 髙屋敷一也 
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